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インターバンクの声 （2016 年 11 月 15 日） 
 

主に南米、中東、アフリカの通貨を追い掛けている方々は別だが、主要通貨を取引

の中心にしている方々にとって、足元での旬の通貨ペアはどう見てもドル円になって

いる。トランプ次期米大統領の財政・通商政策によってインフレが高進しそうだとの

強い期待感によるドル買いもそろそろ賞味期限切れかとも思っていたが、はっきりと

106 円台に乗せてからは 1 円超のドル売り調整が未だに起こっていない。 

昨夜はロンドン市場の昼前に一瞬 108 円 15 銭まで価格が飛ぶ場面はあったものの、

東京市場の夕方から 5 時間以上にわたって 108 円乗せを躊躇し続けていたので、 

少々ドル売り調整が入るかとも思っていた。しかし、ドルの下値も 107円 70銭台で抑

えられ、結局 6 月 3 日以来 5 ヶ月ぶりとなる 108 円台中盤までドル買いが進んだ。

大統領選当日の東京時間での大幅なドル下落で付けた 101 円台前半から一週間

足らずで 7 円超のドル上昇はさすがに早過ぎるような気もする。大統領選前、ヒラリ

ー候補の圧倒的優勢を報じた本邦メディアは、今度は 17日(木)のトランプ次期米大

統領と安倍首相の会談で意気投合するだろうなどと安易な期待感に満ちた報道を

している。安倍首相は TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）の先行きに弱気になっ

ているとの噂も聞こえており、17 日で一旦ドル買いにブレーキが掛る可能性もある。

トランプ・安倍会談には注意が必要だ。 
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